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(57)【要約】
【課題】従来の非常用照明装置では、内蔵される二次電
池の交換時期を確認する作業が面倒であった。
【解決手段】照明灯１２に電力を供給する照明電力出力
端子２８と、入力される交流電力１９を直流電力に変換
する電力変換部２１と、変換された直流電力が充電され
るリチウムイオン電池１８と、リチウムイオン電池に蓄
電されている電力の残容量を検出する残容量検出部２３
と、その残容量を明示するＬＥＤインジケーター１６と
、その残容量を記録するメモリー２６と、メモリーへの
読み書きを行なうために外部機器３０を接続するＵＳＢ
ソケット１７と、交流電力の入力が停止した際に、リチ
ウムイオン電池に蓄積された電力を照明電力出力端子か
ら出力させる制御部２０とを備える。ＵＳＢソケットの
電力出力ピンには、リチウムイオン電池に蓄積された電
力が供給される。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明灯に電力を供給する照明電力出力端子と、
　入力される交流電力を直流電力に変換する電力変換部と、
　変換された前記直流電力が充電されるリチウムイオン電池と、
　前記リチウムイオン電池に蓄電されている電力の残容量を検出する残容量検出部と、
　少なくとも前記残容量を明示するＬＥＤインジケーターと、
　少なくとも前記残容量を記録するメモリーと、
　前記メモリーへの読み書きを行なうために外部機器を接続するＵＳＢソケットと、
　前記交流電力の入力が停止した際に、前記リチウムイオン電池に蓄積された電力を前記
照明電力出力端子から出力させる制御部とを備え、
　前記ＵＳＢソケットの電力出力ピンには、前記リチウムイオン電池に蓄積された電力が
供給される、照明用電源装置。
【請求項２】
　前記メモリーには、前記交流電力の入力が停止した際の前記照明灯の明るさに関する停
電時設定情報が予め記録されており、
　前記制御部は、前記交流電力の入力が停止した際、前記停電時設定情報に基づいて前記
照明電力出力端子から出力させる電力量を制御する、請求項１に記載の照明用電源装置。
【請求項３】
　前記リチウムイオン電池の故障を報知する警報部を備え、
　前記リチウムイオン電池は複数あり、
　前記制御部は、一の前記リチウムイオン電池が故障した際、前記照明電力出力端子への
電力の供給を前記一のリチウムイオン電池から他の前記リチウムイオン電池へ変更し、前
記一のリチウムイオン電池が故障したことを前記警報部によって報知させる、請求項１に
記載の照明用電源装置。
【請求項４】
　ラジオ放送を受信するラジオ受信部と、
　受信した前記ラジオ放送の音声を出力する音声出力部とを備え、
　前記制御部は、前記交流電力の入力が停止した際に、前記ラジオ受信部によって前記ラ
ジオ放送の受信を開始させ、前記音声出力部から前記ラジオ放送の音声を出力させる、請
求項１に記載の照明用電源装置。
【請求項５】
　照明灯と、
　前記照明灯を保持する照明灯本体カバーと、
　前記照明灯本体カバー内に収納された、請求項１に記載の照明用電源装置とを備え、
　前記ＬＥＤインジケーターは、前記照明灯本体カバーの外から見えるように設置されて
おり、
　前記ＵＳＢソケットは、前記照明灯本体カバーに配設されている、照明装置。
【請求項６】
　前記ＵＳＢソケットに接続される内部コードは、フレキシブルなコードであり、前記照
明灯本体カバーの内部に収納され、前記ＵＳＢソケットは、前記照明灯本体カバーから脱
着自在になっている、請求項５に記載の照明装置。
【請求項７】
　有線または無線で通信するための通信部を有する請求項１に記載の照明用電源装置と、
　前記照明用電源装置から供給される電力によって点灯する前記照明灯と、
　前記通信によって、少なくとも前記残容量を含む前記リチウムイオン電池の電池状態情
報を複数の前記照明用電源装置からそれぞれ受信し、各前記照明用電源装置の前記リチウ
ムイオン電池の充電および放電を制御する管理サーバーとを備えた、照明制御システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、照明用電源装置、照明装置および照明制御システムに関する。例えば、充電
可能な二次電池を内蔵した照明用電源装置、照明装置および照明制御システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　誘導灯や非常灯のような非常用の照明装置は、商用電源の非停電時には商用電源から供
給される交流電力で光源を点灯するとともに二次電池を充電し、火災や地震等による商用
電源が遮断された停電時には、二次電池などの非常用の電源で光源を点灯（非常点灯）さ
せるものである（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　図１０に、従来の天井埋込電池内蔵形照明装置の概要図を示す。
【０００４】
　図１０に示すように、天井に設置される照明装置１００は、蛍光灯ランプ１０２が照明
灯本体カバー１０３に両端が保持され、照明灯本体カバー１０３内に、蛍光灯ランプ１０
２に供給する電力を制御する照明用電源装置１０１が収納されている。
【０００５】
　照明用電源装置１０１には、内蔵電池の充電状態などを確認するためのモニターランプ
１０６が設けられており、照明灯本体カバー１０３のモニターランプ１０６が配置される
位置には、モニターランプ確認窓１０４が形成されており、モニターランプ確認窓１０４
を通して、常時モニターランプ１０６の状態が外部から視認できるようになっている。
【０００６】
　例えば、照明用電源装置１０１に内蔵されているニッカド電池などの二次電池が充電中
の状態では、モニターランプ１０６が緑色に点灯する。
【０００７】
　また、照明用電源装置１０１には、点検スイッチ１０５が設けられている。点検スイッ
チ１０５は、プルダウンスイッチであり、おもりがつるされ、照明灯本体カバー１０３に
設けられた孔を介してそのおもりを引っ張ることにより、点検スイッチ１０５をオンにす
ることができる。
【０００８】
　誘導灯や非常灯の点検は、消防庁告示、建築基準法等で義務付けされているが、規定で
は誘導灯が２０分間または６０分間、非常灯の場合は３０分間、光源を有効に二次電池で
非常点灯させなければいけない。したがって、このように長時間点灯させ続けるために、
点検者は点検スイッチ１０５のおもりを引っ張り、これらの時間内継続して、内蔵された
二次電池等によって蛍光灯ランプ１０２が非常点灯可能か否かを見て廻る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２００５－３１０７２９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、従来の非常用照明装置では、内蔵される二次電池の交換時期を確認する
作業が面倒であった。
【００１１】
　上記したように、非常用照明装置は、消防庁告示、建築基準法等によって規定された時
間以上、非常時に点灯しなければならない。一方、非常用照明装置に内蔵される二次電池
は、トリクル充電されるため時間が経過するとともに劣化し蓄電量が低下していくため、
定期的に交換しなければならない。
【００１２】
　従来の非常用照明装置では、１つのモニターランプ１０６によって、二次電池が充電状
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態か否かを確認できるのみで、二次電池の劣化状態までは確認できなかった。そのため、
照明灯本体カバー１０３などに貼られている検査日時を示す検定用シールの記載を見て電
池の交換時期を確認しなければならず、非常に面倒な作業であった。
【００１３】
　本発明は、上記従来の課題を考慮して、内蔵されている二次電池の劣化状態を容易に確
認できる照明用電源装置、照明装置および照明制御システムを提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上述した課題を解決するために、第１の本発明は、
　照明灯に電力を供給する照明電力出力端子と、
　入力される交流電力を直流電力に変換する電力変換部と、
　変換された前記直流電力が充電されるリチウムイオン電池と、
　前記リチウムイオン電池に蓄電されている電力の残容量を検出する残容量検出部と、
　少なくとも前記残容量を明示するＬＥＤインジケーターと、
　少なくとも前記残容量を記録するメモリーと、
　前記メモリーへの読み書きを行なうために外部機器を接続するＵＳＢソケットと、
　前記交流電力の入力が停止した際に、前記リチウムイオン電池に蓄積された電力を前記
照明電力出力端子から出力させる制御部とを備え、
　前記ＵＳＢソケットの電力出力ピンには、前記リチウムイオン電池に蓄積された電力が
供給される、照明用電源装置である。
【００１５】
　また、第２の本発明は、
　前記メモリーには、前記交流電力の入力が停止した際の前記照明灯の明るさに関する停
電時設定情報が予め記録されており、
　前記制御部は、前記交流電力の入力が停止した際、前記停電時設定情報に基づいて前記
照明電力出力端子から出力させる電力量を制御する、第１の本発明の照明用電源装置であ
る。
【００１６】
　また、第３の本発明は、
　前記リチウムイオン電池の故障を報知する警報部を備え、
　前記リチウムイオン電池は複数あり、
　前記制御部は、一の前記リチウムイオン電池が故障した際、前記照明電力出力端子への
電力の供給を前記一のリチウムイオン電池から他の前記リチウムイオン電池へ変更し、前
記一のリチウムイオン電池が故障したことを前記警報部によって報知させる、第１の本発
明の照明用電源装置である。
【００１７】
　また、第４の本発明は、
　ラジオ放送を受信するラジオ受信部と、
　受信した前記ラジオ放送の音声を出力する音声出力部とを備え、
　前記制御部は、前記交流電力の入力が停止した際に、前記ラジオ受信部によって前記ラ
ジオ放送の受信を開始させ、前記音声出力部から前記ラジオ放送の音声を出力させる、第
１の本発明の照明用電源装置である。
【００１８】
　また、第５の本発明は、
　照明灯と、
　前記照明灯を保持する照明灯本体カバーと、
　前記照明灯本体カバー内に収納された、第１の本発明の照明用電源装置とを備え、
　前記ＬＥＤインジケーターは、前記照明灯本体カバーの外から見えるように設置されて
おり、
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　前記ＵＳＢソケットは、前記照明灯本体カバーに配設されている、照明装置である。
【００１９】
　また、第６の本発明は、
　前記ＵＳＢソケットに接続される内部コードは、フレキシブルなコードであり、前記照
明灯本体カバーの内部に収納され、前記ＵＳＢソケットは、前記照明灯本体カバーから脱
着自在になっている、第５の本発明の照明装置である。
【００２０】
　また、第７の本発明は、
　有線または無線で通信するための通信部を有する第１の本発明の照明用電源装置と、
　前記照明用電源装置から供給される電力によって点灯する前記照明灯と、
　前記通信によって、少なくとも前記残容量を含む前記リチウムイオン電池の電池状態情
報を複数の前記照明用電源装置からそれぞれ受信し、各前記照明用電源装置の前記リチウ
ムイオン電池の充電および放電を制御する管理サーバーとを備えた、照明制御システムで
ある。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明により、内蔵されている二次電池の劣化状態を容易に確認できる照明用電源装置
、照明装置および照明制御システムを提供できる。
【００２２】
　また、第６の本発明により、ＵＳＢソケットを、例えば天井に設置されている照明装置
から机上まで引き出せることができるので、引き出したＵＳＢソケットを机上に置いた携
帯電話の充電に利用でき、停電時においても容易に携帯電話の充電を行なうことができる
。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の実施の形態１の照明装置の概要図
【図２】本発明の実施の形態１の照明用電源装置の接続図
【図３】本発明の実施の形態１の照明用電源装置の構成ブロック図
【図４】（ａ）～（ｄ）本発明の実施の形態１の照明用電源装置の状態を明示する、ＬＥ
Ｄインジケーターの各ＬＥＤの状態を示した図
【図５】（ａ）～（ｄ）本発明の実施の形態１のリチウムイオン電池の蓄電容量を明示す
る、ＬＥＤインジケーターの各ＬＥＤの状態を示した図
【図６】本発明の実施の形態１の照明用電源装置によって携帯電話を充電する構成を示す
図
【図７】本発明の実施の形態１の、他の構成の照明用電源装置の構成ブロック図
【図８】本発明の実施の形態２の照明用電源装置の構成ブロック図
【図９】本発明の実施の形態２の照明制御システムの接続構成を示す図
【図１０】従来の天井埋込電池内蔵形照明装置の概要図
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。
【００２５】
　（実施の形態１）
　図１に、本発明の実施の形態１の、照明装置の概要図を示す。また、図２に、本実施の
形態１の照明用電源装置の接続図を示す。また、図３に、本実施の形態１の照明用電源装
置の構成ブロック図を示す。
【００２６】
　本実施の形態１の照明装置１０は、非常用の照明装置であり、天井に設置される。
【００２７】
　図１に示すように、本実施の形態１の照明装置１０は、ＬＥＤ照明管１２が照明灯本体
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カバー１３に両端が保持され、照明灯本体カバー１３内に、ＬＥＤ照明管１２に直流電力
を供給する照明用電源装置１１が収納されている。
【００２８】
　照明用電源装置１１には、照明用電源装置１１の状態や内蔵するリチウムイオン電池１
８の蓄電量（残容量）などを明示するためのＬＥＤインジケーター１６が設けられている
。照明灯本体カバー１３のＬＥＤインジケーター１６が配置される位置には、ＬＥＤ確認
窓１４が形成されており、ＬＥＤ確認窓１４を通して、常時ＬＥＤインジケーター１６の
発光状態が外部から視認できるようになっている。
【００２９】
　また、照明用電源装置１１には、ＰＣ３０などの外部機器によって照明用電源装置１１
内部のメモリー２６への読み書きをするためのＵＳＢソケット１７が設けられており、Ｕ
ＳＢソケット１７もＬＥＤ確認窓１４から露出している。
【００３０】
　また、図１０に示した従来の照明装置１００と同様に、照明用電源装置１１には、点検
スイッチ１５が設けられている。点検スイッチ１５は、プルダウンスイッチであり、おも
りがつるされ、照明灯本体カバー１３に設けられた孔を介してそのおもりを引っ張ること
により、点検スイッチ１５をオンにすることができる。
【００３１】
　次に、図２および図３を用いて、本実施の形態１の照明用電源装置１１の構成および動
作について説明する。
【００３２】
　本実施の形態１の照明用電源装置１１には、商用のＡＣ電源１９から１００～２４０Ｖ
の交流電力が供給される。
【００３３】
　ＡＣ電源１９から交流電力が供給される通常時（非停電時）には、整流器２１によって
変換された直流電力が照明用電力出力端子２８から出力され、照明用電力出力端子２８に
接続されるＬＥＤ照明管１２に直流電力が供給されてＬＥＤ照明管１２が点灯する。また
、整流器２１によって変換された直流電力は、内蔵されるリチウムイオン電池１８にも供
給され、リチウムイオン電池１８を充電する。
【００３４】
　ＡＣ電源１９からの交流電力が停止した時（停電時）には、出力切替スイッチ２７が切
り替えられて、リチウムイオン電池１８に充電された直流電力が照明用電力出力端子２８
へ供給される。
【００３５】
　なお、照明用電力出力端子２８が、本発明の照明電力出力端子の一例にあたる。
【００３６】
　制御部２０は、停電検出部２２および残容量検出部２３によって検出された情報と、メ
モリー２６に記録されている予め決められた設定情報にしたがって、リチウムイオン電池
１８の充放電、出力切替スイッチ２７の切り替えを制御する。
【００３７】
　停電検出部２２は、入力されるＡＣ電源１９の通電状態を検出する。すなわち、入力さ
れる商用電源が通電状態か停電状態かを検出する。
【００３８】
　残容量検出部２３は、リチウムイオン電池１８の充電・放電状態を検出するとともに、
リチウムイオン電池１８に蓄電されている蓄電容量（残容量）を検出し、それらの検出情
報を制御部２０へ通知する。検出方法は限定されないが、リチウムイオン電池１８の残容
量は細かく検出される。例えば、リチウムイオン電池１８の温度を考慮したり、検出用の
電力をリチウムイオン電池１８に別途供給するなどして、リチウムイオン電池１８の残容
量が細かく検出される。
【００３９】
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　メモリー２６には、停電時にリチウムイオン電池１８から放電させる直流電力の電流値
などが予め設定されている。制御部２０は、入力されるＡＣ電源１９の停止が停電検出部
２２によって検出された際、出力切替スイッチ２７を、整流器２１の出力からリチウムイ
オン電池１８の出力に切り替えるように制御するとともに、メモリー２６に予め記録され
ている電流値の直流電力を出力するようにリチウムイオン電池１８の放電量を制御する。
【００４０】
　なお、メモリー２６に予め記録されている停電時にリチウムイオン電池１８から放電さ
せる直流電力の電流値などの情報が、本発明の停電時設定情報の一例にあたる。
【００４１】
　照明装置１０は、その設置場所によって、明るく点灯させた方がよい場所や、暗くても
より長い時間点灯させた方がよい場所などがある。メモリー２６には、照明用電源装置１
１毎に、その照明装置１０が設置されている場所に応じた停電時の設定が予め記録されて
いる。したがって、停電時には、ＬＥＤ照明管１２は、その照明装置１０の設置場所に応
じた点灯がなされることになる。
【００４２】
　また、照明用電源装置１１は、ＵＳＢインターフェイス２５を備えており、ＵＳＢソケ
ット１７を介して、ＰＣ３０などの外部機器からメモリー２６に読み書きが可能となって
いる。ＰＣ３０などの外部機器は、ＵＳＢプラグ３１を、ＬＥＤ確認窓１４から露出して
いるＵＳＢソケット１７に接続することにより、照明用電源装置１１内のメモリー２６へ
の読み書きを行なう。
【００４３】
　ＵＳＢソケット１７の電力供給ピンには、リチウムイオン電池１８から出力される直流
電力がＤＣ－ＤＣ変換部２４に入力され、ＤＣ－ＤＣ変換部２４によって５Ｖに降圧され
た直流電力が供給されている。したがって、ＡＣ電源１９からの入力が停止した場合（停
電時）においても、ＵＳＢソケット１７の電力供給ピンからは、５Ｖの直流電力が出力さ
れる。
【００４４】
　点検スイッチ１５のおもりが引っ張られてプルダウンスイッチがオンされると、制御部
２０は、照明用電源装置１１が停電時の状態となるように制御する。すなわち、制御部２
０は、メモリー２６に記録されている停電時の設定に応じてリチウムイオン電池１８から
直流電力を出力させるとともに、出力切替スイッチ２７を、リチウムイオン電池１８から
の出力に切り替えるように制御する。このようにして、点検スイッチ１５を引っ張ること
により、停電時の状態を点検することができる。
【００４５】
　また、照明用電源装置１１は、警報ブザー２９を備えており、制御部２０は、残容量検
出部２３からリチウムイオン電池１８の故障を検知した場合などに、警報ブザー２９を鳴
動させて、故障を周囲に報知する。
【００４６】
　なお、警報ブザー２９が、本発明の警報部の一例にあたる。
【００４７】
　本実施の形態１の照明用電源装置１１のＬＥＤインジケーター１６は、４つのＬＥＤ４
１～４４を有しており、制御部２０によって、これらのＬＥＤ４１～４４の点灯、消灯、
点滅、および点灯・点滅色が制御され、照明用電源装置１１の状態やリチウムイオン電池
１８の蓄電容量（残容量）が外部に明示される。
【００４８】
　図４（ａ）～（ｄ）に、照明用電源装置１１の状態をＬＥＤインジケーター１６によっ
て表示する際の、各ＬＥＤ４１～４４の表示例を示している。
【００４９】
　リチウムイオン電池１８が充電中の場合には、制御部２０は残容量検出部２３の検出情
報にしたがって、図４（ａ）に示すように、ＬＥＤ４１を赤色に点灯させるように制御す
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る。このとき、他のＬＥＤ４２～４４は、消灯させている。
【００５０】
　リチウムイオン電池１８がフル充電の状態の場合には、制御部２０は残容量検出部２３
の検出情報にしたがって、図４（ｂ）に示すように、ＬＥＤ４２を緑色に点灯させるよう
に制御する。このとき、他のＬＥＤ４１、４３、４４は、消灯させている。
【００５１】
　ＡＣ電源１９からの電力供給が停止し、リチウムイオン電池１８の出力電力を照明用電
力出力端子２８から出力させている場合には、制御部２０は、図４（ｃ）に示すように、
ＬＥＤ４３を赤色に点灯させるように制御する。このとき、他のＬＥＤ４１、４２、４４
は、消灯させている。
【００５２】
　制御部２０が、残容量検出部２３の検出情報によってリチウムイオン電池１８の故障状
態などを検出した場合には、制御部２０は、図４（ｄ）に示すように、ＬＥＤ４２を赤色
で点滅させるように制御する。このとき、他のＬＥＤ４１～４３は、消灯させている。
【００５３】
　図５（ａ）～（ｄ）に、リチウムイオン電池１８の蓄電容量をＬＥＤインジケーター１
６によって表示する際の、各ＬＥＤ４１～４４の表示例を示している。
【００５４】
　例えば、点検スイッチ１５を引っ張っていない通常の状態では、図４（ａ）～（ｄ）の
ように照明用電源装置１１の状態を各ＬＥＤ４１～４４に表示させ、点検スイッチ１５を
引っ張った際に、図５（ａ）～（ｄ）のようにリチウムイオン電池１８の蓄電容量を各Ｌ
ＥＤ４１～４４に表示させるようにする。
【００５５】
　残容量検出部２３で検出されたリチウムイオン電池１８の残容量が７０～１００％であ
った場合には、制御部２０は、図５（ａ）に示すように、ＬＥＤ４１～４４を全て緑色に
点灯させるように制御する。
【００５６】
　残容量検出部２３で検出されたリチウムイオン電池１８の残容量が４０～７０％であっ
た場合には、制御部２０は、図５（ｂ）に示すように、ＬＥＤ４１を消灯させ、ＬＥＤ４
２～４４を緑色に点灯させるように制御する。
【００５７】
　残容量検出部２３で検出されたリチウムイオン電池１８の残容量が１０～４０％であっ
た場合には、制御部２０は、図５（ｃ）に示すように、ＬＥＤ４１、４２を消灯させ、Ｌ
ＥＤ４３、４４を緑色に点灯させるように制御する。
【００５８】
　残容量検出部２３で検出されたリチウムイオン電池１８の残容量が１０％未満であった
場合には、制御部２０は、図５（ｄ）に示すように、ＬＥＤ４１～４３を消灯させ、ＬＥ
Ｄ４４を緑色で点灯させるように制御する。
【００５９】
　このように、外部から視認できるＬＥＤインジケーター１６として複数のＬＥＤ４１～
４４を設けたことにより、照明用電源装置１１の状態やリチウムイオン電池１８の蓄電容
量の詳細な情報を、外部から容易に確認することができる。リチウムイオン電池１８の劣
化状態を容易に確認できるので、リチウムイオン電池１８の交換時期が容易にわかり、点
検作業が簡単になる。
【００６０】
　なお、ここでは、ＬＥＤインジケーター１６として４つのＬＥＤ４１～４４を備えた構
成を例に説明したが、ＬＥＤの数は、複数であればよく、４つより多くても少なくてもよ
い。ＬＥＤの数を多くすることにより、照明用電源装置１１の状態やリチウムイオン電池
１８の蓄電容量などの情報を、より細かく明示することができる。
【００６１】
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　図６に、本実施の形態１の照明用電源装置１１によって携帯電話を充電する際の構成を
示す。
【００６２】
　照明用電源装置１１内において、ＵＳＢソケット１７に接続される内部ＵＳＢコード３
５は、フレキシブルな長いコードであり、通常は、折りたたまれまたは巻き取られて、照
明用電源装置１１内に収納されており、図１に示すようにＵＳＢソケット１７の接続端子
部分のみが照明灯本体カバー１３から外部に露出している。
【００６３】
　なお、内部ＵＳＢコード３５が、本発明の内部コードの一例にあたる。
【００６４】
　ＵＳＢソケット１７は、配設されている照明灯本体カバー１３から着脱可能であり、図
６に示すように、内部ＵＳＢコード３５を照明用電源装置１１から引き出し、ＵＳＢソケ
ット１７を照明装置１０から離れた位置まで持っていくことができる。
【００６５】
　照明装置１０から引き出したＵＳＢソケット１７に、携帯電話３６の充電用端子に一端
が接続されたＵＳＢ変換コード３７の他端のＵＳＢプラグを接続することで、携帯電話３
６を充電することができる。ＵＳＢソケット１７の電力出力ピンには、リチウムイオン電
池１８に蓄電されている電力が供給されるので、停電時でも携帯電話３６への充電が可能
となる。
【００６６】
　なお、上記した本実施の形態１の構成では、ＵＳＢソケット１７の接続端子部分は、通
常時、ＬＥＤ確認窓１４から露出しているものとしたが、ＵＳＢソケット１７の接続端子
部分の照明灯本体カバー１３に開閉自在の蓋を設けておき、通常はＵＳＢソケット１７は
外部からは見えず、ＵＳＢソケット１７を使用する際に蓋を開けて使用するようにしても
よい。
【００６７】
　図７に、本実施の形態１の、他の構成の照明用電源装置３２の構成ブロック図を示す。
図３の照明用電源装置１１と同じ構成部分には、同じ符号を用いている。
【００６８】
　図７に示す照明用電源装置３２は、図３の照明用電源装置１１の構成に加えて、ラジオ
受信部３３およびスピーカー３４を備えている。
【００６９】
　ラジオ受信部３３は、例えば一波のＦＭ放送のみを受信するラジオ受信機であり、スピ
ーカー３４は、ラジオ受信部３３で受信された音声を出力する。ラジオ受信部３３は、リ
チウムイオン電池１８に蓄電された電力によって動作する。
【００７０】
　なお、スピーカー３４が、本発明の音声出力部の一例にあたる。
【００７１】
　制御部２０は、ＡＣ電源１９が供給されている通常時には、ラジオ受信部３３の電源を
オフにしておき、停電検出部２２によってＡＣ電源１９の供給の停止が検知された際に、
ラジオ受信部３３の電源をオンにし、ラジオ受信部３３で受信された音声をスピーカー３
４から出力するように制御する。
【００７２】
　したがって、停電になった時には、自動的にラジオ放送の音声がスピーカー３４から出
力されるので、照明装置１０の周囲の人は緊急情報などを聴くことができる。
【００７３】
　また、本実施の形態１の照明用電源装置に振動を検出するセンサーを設け、所定以上の
振動を検出した際に、地震が発生したと判断し、警報ブザー２９を鳴動させるようにして
もよい。また、所定以上の振動を検出した際に、ＬＥＤインジケーター１６によっても、
周囲に地震を通知するようにしてもよい。例えば、制御部２０が、４つのＬＥＤ４１～４
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４全てを赤色で点滅させるなど目立つように表示させて、周囲に大きな振動を検出したこ
とを通知する。
【００７４】
　また、本実施の形態１の照明用電源装置にＦＭ文字放送を受信できるラジオ受信部を設
け、制御部２０が、ＦＭ文字放送から受信された文字情報から緊急地震速報などの情報を
抽出し、緊急情報を受信した場合には、警報ブザー２９やＬＥＤインジケーター１６によ
って、周囲の人に通知するようにしてもよい。
【００７５】
　（実施の形態２）
　図８に、本発明の実施の形態２の照明用電源装置の構成ブロック図を示す。図３に示し
た実施の形態１の照明用電源装置１１と同じ構成部分には、同じ符号を用いている。
【００７６】
　本実施の形態２の照明装置の概要図および照明用電源装置５０の接続図は、実施の形態
１と同様であり、図１および図２に示す通りである。
【００７７】
　本実施の形態２の照明用電源装置５０は、実施の形態１の照明用電源装置１１の構成に
加えて、外部通信部５１を備えている。
【００７８】
　照明用電源装置５０の制御部５４は、実施の形態１の制御部２０の機能に加えて、外部
通信部５１を利用して、ネットワークに接続される外部の機器と通信する機能を備えてい
る。
【００７９】
　外部通信部５１は、無線や有線によって外部のネットワークと通信するインターフェイ
スであり、インターネット５２に接続される。
【００８０】
　図９に、本実施の形態２の照明用電源装置５０と管理サーバー５３との接続構成図を示
す。
【００８１】
　管理サーバー５３は、インターネット５２を介して、異なる場所に設置された複数の照
明用電源装置５０から送信される情報を受信し、また、それらの照明用電源装置５０の制
御部５４へ制御情報を送信して、各照明用電源装置５０を制御する。
【００８２】
　照明用電源装置５０の制御部５４は、残容量検出部２３によって検出されたリチウムイ
オン電池１８の残容量の情報をメモリー２６に記録するとともに、その情報を、外部通信
部５１を利用して管理サーバー５３へ送信する。
【００８３】
　ＡＣ電源１９が停止して停電になった場合でも、管理サーバー５３は、停電になる直前
の照明用電源装置５０のリチウムイオン電池１８の残容量を取得しているので、その直前
の残容量の状態に応じて、照明用電源装置５０へ適切な制御情報を送信し、照明用電源装
置５０を制御することができる。
【００８４】
　また、外部通信部５１は、インターネット５２に接続されているので、停電になった際
、制御部５４が、インターネット５２を通じて気象庁から発信される地震情報などの緊急
情報を受信し、その情報にしたがって照明用電源装置５０を制御するようにしてもよい。
【００８５】
　また、本実施の形態２の照明用電源装置５０に振動を検出するセンサーを設け、所定以
上の振動を検出した際に、地震が発生したと判断し、制御部５４が、その情報を管理サー
バー５３へ送信するようにしてもよい。
【００８６】
　また、各実施の形態では、照明用電源装置に内蔵するリチウムイオン電池１８が１個の
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構成について説明したが、リチウムイオン電池１８を複数個内蔵する構成や、外付けで別
のリチウムイオン電池を接続できる構成としてもよい。複数のリチウムイオン電池を備え
る構成では、例えば、制御部が、各リチウムイオン電池の残容量に基づいて電力を出力さ
せるリチウムイオン電池を切り替え制御して、より長時間、ＬＥＤ照明管１２を点灯させ
るようにできる。
【００８７】
　また、各実施の形態では、照明灯としてＬＥＤ照明管１２を用いる構成で説明したが、
交流電力によって駆動される一般的な蛍光灯を用いる構成としてもよい。その場合には、
通常時には、ＡＣ電源１９から入力される交流電力をそのまま蛍光灯へ供給し、停電時に
は、リチウムイオン電池１８から出力する直流電力をインバーターによって交流電力に変
換して蛍光灯に供給する。
【００８８】
　また、各実施の形態では、天井に設置する照明装置を例に説明したが、壁や足元などに
設置する非常用の照明装置についても、本発明を適用できる。
【００８９】
　従来の非常用の照明装置では、内蔵電池として一般的にニッカド電池を使用していたが
、本発明では、リチウムイオン電池を使用することで、環境に配慮するとともに、従来よ
りも充電容量を大きくできる。
【００９０】
　また、従来の非常用の照明装置では、照明灯として蛍光灯や白熱灯を用いることが多い
のに対し、本発明では、ＬＥＤ照明管１２を使用することで、従来よりも消費電力が抑制
され、その結果、非常時により長い時間点灯させることができる。
【００９１】
　非常灯は、非常時に３０分間以上の点灯が義務づけられているのに対し、本発明の構成
では、例えば、ＬＥＤ照明管１２として４０形のＬＥＤ照明管を用い、リチウムイオン電
池１８として蓄電容量２０００ｍＡｈのものを用いた場合、フル充電で３時間以上連続点
灯させることができる。
【産業上の利用可能性】
【００９２】
　本発明に係る照明用電源装置、照明装置および照明制御システムは、内蔵されている二
次電池の劣化状態を容易に確認できる効果を有し、充電可能な二次電池を内蔵した照明用
電源装置、照明装置および照明制御システム等として有用である。
【符号の説明】
【００９３】
　１０　照明装置
　１１　照明用電源装置
　１２　ＬＥＤ照明管
　１３　照明灯本体カバー
　１４　ＬＥＤ確認窓
　１５　点検スイッチ
　１６　ＬＥＤインジケーター
　１７　ＵＳＢソケット
　１８　リチウムイオン電池
　１９　ＡＣ電源
　２０　制御部
　２１　整流器
　２２　停電検出部
　２３　残容量検出部
　２４　ＤＣ－ＤＣ変換部
　２５　ＵＳＢインターフェイス
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　２６　メモリー
　２７　出力切替スイッチ
　２８　照明用電力出力端子
　２９　警報ブザー
　３０　ＰＣ
　３１　ＵＳＢプラグ
　３２　照明用電源装置
　３３　ラジオ受信部
　３４　スピーカー
　３５　内部ＵＳＢコード
　３６　携帯電話
　３７　ＵＳＢ変換コード
　４１、４２、４３、４４　ＬＥＤ
　５０　照明用電源装置
　５１　外部通信部
　５２　インターネット
　５３　管理サーバー
　５４　制御部
　１００　照明装置
　１０１　照明用電源装置
　１０２　蛍光ランプ
　１０３　照明灯本体カバー
　１０４　モニターランプ確認窓
　１０５　点検スイッチ
　１０６　モニターランプ
【図１】 【図２】
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